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☆当日の料理・名札等の準備がありますので、できるだけ事前振込かご予約をお願いいたします。
☆まだまだ暑い折ですので、当日はカジュアルな服装でご参加いただいて結構です。
☆役員総会の決議により、新卒者以外の無料会員の制度が廃止になりました。上記の会費にて運営いたしたく、よろ
しくご了承下さいますようお願い申しあげます。

日　時　平成15年８月30日�
第１部 14時～15時30分
第２部 15時30分～17時

会　場　ノボテル甲子園（旧甲子園都ホテル）
TEL 0798-48-1111

会　費　一般会員 4000円（当日会費）
学生会員 2000円（当日会費）
同伴家族 2000円（当日会費）
新卒者(平成15年3月卒)  無料

※母校への問合せはご遠慮下さい。

申込方法　同封の振替用紙で、８月21日�までに会費をお振込み下
さい。あるいは８月25日�までに事務局まで参加のご予
約を下さい（葉書、電話、ＦＡＸ、Ｅメール）。この場合
は特別割引として、一般会員は3500円、学生会員
・同伴家族は1500円とさせていただきます。

問合せ先　甲陽学院同窓会事務局 〒662-0096 西宮市角石町3-138
TEL 0798-71-4888（月・水・木・金）10時～16時
（８月12日～19日は母校夏期閉鎖期間につき不在）
FAX 0798-71-4890
Ｅメール fvgp1650＠mb.infoweb.ne.jp

＜第１部＞「現代放送界、うら話」
本紙巻頭言にもありますように、現代日本におけるマ
ス・メディアの存在は大きく、とりわけテレビは政治・
経済・文化・流行などあらゆる面に強い影響力をもって
います。今回は、そのマス・メディアの真っ只中でご活
躍なさっている朝日放送常務取締役番組編成局長の和田
省一氏（46回）をお迎えして、「現代放送界、うら話」
と題したご講演をいただきます。
さらに、関西文学編集長でマス・メディアとの関わり
も深い河内厚郎氏（52回）と和田氏との対談も企画し
ました。「テレビは第４の権力か」「スキャンダルに揺れ
る放送業界」「デジタル化は吉か凶か」など、我々にと
っても関心のあるテーマについて分かりやすく、また熱
く討論をしていただきます。
＜第２部＞懇親会
第２部は朝日放送アナウンサーの上田慶行氏（67回）

に司会をお願いして、ノボテル甲子園の美味しいお料理
と、ご寄贈賜りました日本酒「白鹿」やサントリーのビ
ールとウイスキーで、楽しい懇親の場をもちたいと計画
しています。
１．恩師と語ろう
お世話になった恩師の先生方に是非のご出席をお願い
しております。大いに語り合い、懐かしい思い出を共に
したいものです。
２．ホームカミングデー（34回生と59回生）
卒業後25年、50年の方々を対象として「ホームカミ

ングデー」を設けました。今年は34回生と59回生が該
当いたします。これは、多忙でお集まりになる機会の少
ない皆様に、何らかの形でご集会になる場を提供したい、
一同が同じ甲陽の仲間としてこの節目をお祝いしたい、
という企画です。ご参加いただいた対象学年の皆様には
ささやかながら記念品を用意しております。ふるってご
参会下さい。
３．54回生は当番学年です
会員総会の企画・実行にあたって新鮮なアイデアを出

していただくため、毎年もちまわりの「当番学年」の
方々が運営委員会に参加していただいています。今年は
54回生で、吉井友実・橋本宏・湯川英彦の各氏が会員
総会運営委員として今回の総会を運営にあたっていま
す。54回の同期生の皆様、多数ご参加下さい。
４．ミニ同期会には名札を立てたテーブルを提供
10人以上お集まりの回生には「名札付きのテーブル」

をご用意します。会員総会を同期会の１次会としてご利
用いただけます。なお、名札・テーブルの用意がありま
すので８月25日（月）までに予約された分に限らせて
いただきます。
５．甲陽クイズと甲陽歌の合唱
毎年ご好評の甲陽クイズを今年も計画しています。前

問正解の方には、賞品を謹呈いたします。
また終宴に際しては、懐かしい甲陽の歌の数々を合唱

したいと考えています。

今年度の夏の同窓会会員総会は次のような要領にて開催いたします。友人、知人お誘い合わせの上、ふるってご参
加下さい。もちろん、ご家族の方々も大歓迎です。

i n f o r m a t i o n

8月30日�　14時～17時 
於：ノボテル甲子園（旧甲子園都ホテル） 
 

今すぐご予約を！�
� 夏の恒例   会員総会開催�夏の恒例   会員総会開催�夏の恒例   会員総会開催�
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今年の梅雨は雨の日が多かった。週末に降ることが多
く、スポーツを愛好する者にとっては恨めしい季節とな
った。
唯、雨のお陰で紫陽花が例年よりも一段と美しく咲き
誇り我々の目を楽しませてくれた。
定説であるが、日本の良さは四季折々、自然の美があ
ることではないかと思う。雨につけ雪につけ、更には風
の音にさえ美を感ずる事が出来る日本人は幸せである。
ところで、最近のテレビでイラクの砂漠や砂嵐が放映
されたことはお互いの記憶に新しい。その少し前にはア
フガニスタンの緑の無い禿山も放映された。いずれも米
国との戦争のなかで、背景としての国土が映し出された
のであるが、そこに住む人にとっての自然の苛酷さが、
日本の美しい風土と比較して余りにも格差のある事が
我々の胸を打ったものである。
それと同時に、テレビは我々にリアルタイムで戦争の
悲惨さを伝えてもくれた。我々はお茶の間で談笑しなが
ら、正に対岸の火事を見るように戦争という人類にとっ
て最も残酷な現実を見せつけられたのである。
考えて見ると、我々は今や何処にいても瞬時にして世
界の出来事を知り得る状態にある。そして、それを可能
ならしめているテレビをはじめとするマスメディアに対
して、素晴らしさ偉大さを感ずると同時に、或る種の脅
威をも感ずるのである。
テレポリティクスという言葉があるが、これはテレビ
に影響される政治ということである。日本だけでなく世
界的現象のようであるが、今の政治家の活動はテレビを
無視しては成り立たない。政治家の生き方を左右する力
をマスメディアが持ちはじめたということであろうか。
世論調査というものがある。小泉内閣の支持率50％

とか60％といった数字が新聞等に載ると我々は何とな

くそうかと納得してしまうが、無作
為に抽出された僅かの人々の答えを
以て国民全体の世論とする事に間違
いは無いのであろうか。そういった
疑問や危惧を持つジャーナリストも
少なくないようである。
さて、太平洋戦争のあと、日本は

奇跡ともいうべき復活を為し遂げた
が、バブル経済の破綻と共に再び沈
滞の時代を迎えるに至った。この閉
塞の状態から逃げ出す為に何を為す
べきかが、今の日本にとっての最重
要の課題であるが、政治経済教育と
いった定番的な分野での努力と共
に、今はマスメディアの持つ役割が
非常に大きくなって来ていると私は
考える。多様化した情報の伝達と共
に、世論をリードする役割を担うマ
スメディアの責任がどれ程大きいか
を、お互いに認識する必要があるの
ではないかと思う。
そのような認識のもとに、今回の

会員総会では、斯界の最先端で活躍
する同窓生に登場を願う事とした。
短い時間で課題のすべてを語り尽くす訳には参らぬと思
うが、お互いに日本の将来を考えるひと時を持ってみた
いのである。
同時に、夏の総会は年に一度のお祭りでもある。心の

故郷である甲子園に集い、校歌を歌って青春の思い出に
浸ってもみたいものである。各年次の皆様相集い多数の
参加が得られれば幸甚である。

同窓会会長　平 田　豊（22回）�

会員総会で語り合おう�会員総会で語り合おう�会員総会で語り合おう�

※平成15年4月22日に開催された役員総会において、会員総会における「無料会員制度」の廃止が決議されました。�
　つきましては新卒者以外の方には会費をご負担いただくことになりますが、事情ご賢察のうえご了承下さいませ。�

会員総会開催�
第１部　「現代放送界、うら話」－「テレビは第4の権力か」「デジタル化は吉か凶か」�
　　　　　　　　　　　　　　　　「スキャンダルに揺れる放送業界」etc.�
　　　　　講演　和田省一氏（46回 朝日放送常務取締役番組編成局長）�
　　　　　対談　和田省一氏　VS　河内厚郎氏（52回 関西文学編集長）�
第２部　懇親会　ホームカミングデーの対象は34回生と59回生　当番学年は54回生�

会員総会開催�8月30日�14時～17時 
於：ノボテル甲子園（旧甲子園都ホテル） 
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甲陽学院同窓生講演会�学校だより�

一昨年より母校においては在校生を対象とした同窓生による講演会が催されています。今号では平成14年度の高校
における田辺征夫氏（44回生）講演会、15年度の中学における神谷徹氏（49回）講演会の模様をご報告いたします。

2002年12月14日（土）放課後�

奈良文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部長�田 辺　征 夫（44回生）�

－甲陽学院で学んだこと－�

私の「考古学への道」�私の「考古学への道」�

奈良文化財研究所と考古学
私のいる職場は、奈文研として知られる研究所です。

奈文研の設立の経緯ですが、戦前から始められた法隆寺
「昭和の大修理」の最終段階、金堂の壁画の模写が行わ
れていたときに火災が起き、金堂が焼けてしまったので
す。その反省から文化財保護法という法律ができ、その
法に則って、たくさんの文化財を研究する機関として奈
文研が設立されました。ですから最初は、奈良のお寺を
対象に、いろいろなジャンルの専門家が集まって総合研
究するためにできた組織でした。ところが、やがて平城
宮遺跡が見つかり、この遺跡発掘調査の拠点として奈文
研に考古学のスタッフが集められるようになり、発掘が
仕事の大きなウエイトを占めるようになりました。
なお、平城宮跡は現在ユネスコの世界遺産に登録され
ています。世界遺産とは、世界的な視野で見て人類の将
来に残していくべき文化財を国が責任をもって守るとい
う制度ですが、日本では開発優先の考えが強く、世界遺
産条約をなかなか批准しなかったのです。世界遺産に登
録されたらもう大丈夫だろうと安心してばかりもいられ
ません。将来国土交通省や大手ゼネコンの幹部となる人
は、文化財保護についてよく考えておいて下さい。
その他最近のニュースでは、壁画のあるキトラ古墳の
発掘調査も手掛けています。考古学というと泥まみれの
イメージですが、ただ土を掘っているだけではすみませ
ん。保存科学の技術や電磁波などで掘らずに見つける方
法など、化学や物理などの分野と結び付いています。自
分は理系が弱いので文系に進んだのに、測量などの土木
工学も必要でしたし、さらに動物の骨、植物の種子や植
生などの生物学、年輪年代学なども重要で、いろいろな
諸科学の総合的な知識が求められる学問なのです。
考古学に進んだ理由と甲陽の思い出
私がなぜ考古学を始めるようになったか。そのすべて
の原因は甲陽学院にあるのです。私は中学２年の編入で
甲陽に入ったのですが、その時の歴史の先生がダチョウ
さん（中島久先生：編集部注）で、高校に入ったら発掘
ばかりしている面白い先生がいると教えられ、その言葉
にしたがい高校で地歴部に入部したのです。この部がま
るごと高井先生の発掘チームで、伊丹廃寺の発掘をして
いて、私も自転車で芦屋の自宅から伊丹まで通うことに
なりました。最初はあまり熱心でなかったのですが、そ
のうちに面白くなってきて、進学を決めるときに文学部
を志望しました。当時でも、文系なら法学部や経済学部

丈夫だと仰ったらしいのです。そのくせ私には、考古学
では飯を食えない、と断言されていたのですが。
あの頃の甲陽は受験校だったのに部活も活発で、地歴
部は、放課後には全国の５万分の１地図の立体模型を作
り、休みには発掘をしていました。若いうちから歴史に
目を向けるのは変だと最近ようやく思うのですが、自分
も考古学や歴史に興味があったというよりは、伊丹廃寺
の発掘を通じて、見えないものがある時にスーッと見え
てくる、その瞬間の感激に取りつかれたのだと思います。
もちろん受験校でしたから勉強ばかりしていたのです
が、それとは違うところにも別の勉強があるなと感じて
いました。知識に対する探究欲、知らないことを知りた
いという、趣味の世界と同じような楽しみとして、私は
考古学と出会い、義務的にやる勉強ではなくて、趣味と
しての勉強があるのだということを甲陽時代に知ったよ
うに思います。
仕事としての考古学
考古学で飯が食えるようになるのには、何の成算もあ

りませんでした。慶應義塾大学を出た後、京大の大学院
を目指していたのですが、大学紛争で授業再開の雰囲気
がなく、その時たまたま受けた奈文研の試験に受かり国
家公務員となって食えるようになったのです。折しも高
度経済成長期を迎え、全国的な開発ラッシュのなか、開
発に伴う発掘調査の需要が高まって、全国の自治体が考
古学者の卵を採用しました。非常にいい時代に突入した
のです。先見の明があったなどと言う人もいますが、そ
んなことはなくて、たまたまのことにすぎません。考古
学をやる人が食べられる時代になったのです。開発によ
って考古学の世界が広がるのは逆説的ですが、それだけ
広い裾野をもっているジャンルでもあるのです。
考古学の道を歩んできてどうだったかといえば、悪く
はなかったと思います。その出発点が甲陽でした。受験
校でありながらそうではない部分も持っている、そうい
う学校のよさが大きな影響を与えてくれた、とつくづく
思います。最近の甲陽のことはよくわかりませんが、受
験勉強もさることながら、少し視野を広げてみれば、ま
た新しいものが見えてくるかもしれません。

というのが一般的
なムードでしたか
ら、親は怒りまし
て、高井先生のと
ころへ相談に行っ
たようですが、逆
に説得されて帰っ
てきました。考古
学では仕事がない
のでは、というの
が親の心配でした
が、高井先生は大
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ストロー笛演奏会�
リコーダー演奏家�

神 谷  徹 （49回生）�

2003年5月9日�の午後、甲陽学院中学校講堂におい

て、第３回卒業生講演会を開催致しました。今回は、テ

レマン室内管弦楽団リコーダーソリストで、大阪音楽大

学の非常勤講師をされている神谷徹氏をお迎えしての、

演奏とお話の会となりました。

神谷氏は本校卒業後、京都大学理学部宇宙物理学科へ

進学されましたが、在学中からリコーダーを始められ、

現在はリコーダーの演奏、指導両面で活躍されています。

その一方で、市販のストローで作ったユニークな笛を開

発され、日本をはじめドイツ、アメリカ、韓国、中国な

ど各国で世代を問わず楽しめるコンサートを数多く開い

ておられます。その功績に対し、1998年には「あたたか

い心を育てる運動」第一回希望大賞を受賞されました。

当日は、ストローを使った様々な楽器や、リコーダー

の演奏とともに、発想の着眼点や開発の苦労話なども交

えながら、とても楽しい一時をご提供下さいました。生

徒席は、そのユニークさに笑いが絶えませんでしたが、

同時に、発想の柔らかさに驚嘆もし、ストローの奏でる

不思議なハーモニーに感動の波が渦巻いていました。甲

陽だよりでは音を直接お伝えできないのが残念ですが、

以下に写真を掲載致しますので、その場の雰囲気を少し

でも感じ取っていただければと思います。

５月の演奏会にちなんで鯉のぼり掲揚!?

頑張れ!!  阪神タイガース

リコーダー一人二重奏演奏に先立ちストロー譜面台を。但し、譜面は載せられません。
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松井先生 兵庫県功労者（教育部門）に�学校だより�

母校の松井義知先生（音楽）が教育部門における県功労者として兵庫県知事より表彰されました。県功労
者は、教育や福祉など20部門で顕著な功労のあった人を表彰する制度です。表彰式は5月28日に県公館で行
われました。松井先生は1971（昭和46）年に池尻景順先生の後任として赴任され、以来32年あまり母校にて
教鞭をとられています。このたびその松井先生からご寄稿をいただきました。

このたび「あなたは多年にわたり
生徒指導に精励し私学教育の振興に
尽くされました　その功績を讃え県
民を代表してここに表彰します」と、
兵庫県知事から教育功労者として表
彰を受けました。甲陽に奉職して今
年度が33年目となりますがこの間、
諸先生方や事務職員の皆様から、ご

指導ご鞭撻さらにご協力を賜り、また卒業生や現在の
中・高の生徒諸君からも多くの喜びと共にいろいろな刺
激を受け、今日までやって来ることが出来ました。心よ
り感謝申し上げます。
1971年から始まった30数年ですが、10年ごとの区切

りで振り返りますと、70年代は一心不乱に走り続けた
10年。つづく80年代は教師の歯車と音楽家の歯車がう
まくかみ合った10年。90年代は大変動の―甲陽学院
を名門校に築きあげてこられた先生方が次々と退職の日
を迎えられ去って行かれた―時期で、ちょうどその頃
生徒会執行部の顧問を担当しておりましたので、92年
度から生徒指導主任の大役を任せられ、心身ともに充実
した10年間でありました。
音楽科教員は殆どの学校において1名ですので授業の

展開が閉鎖的になりやすく、他校の授業やクラブ活動や
演奏活動などに積極的に目をむけていることが重要と思
い、県下の公立・私立の音楽科教員を会員とする兵庫県
高等学校教育研究会音楽部会に理事・監事として関わり
ました。研究授業などの通常活動のほか82年の全日本
音楽研究会全国大会兵庫大会や、89年の近畿音楽教育
研究大会兵庫大会でその運営に加わるなどして甲陽以外
の教育現場でも研鑽を積むことが出来ました。
音楽の教師であると同時に音楽家でもありつづけたい
と願う私にとりまして何よりも大切なことは、歌の技術

を磨くことです。甲陽に勤め始めた1971年はちょうど
テレマン室内合唱団が本格的に演奏活動を始めた年に重
なります。音楽大学声楽科の卒業生を中心にした30数
名から成るバロック音楽を演奏する団体で、年間10回
程度の演奏会を開催しており、この演奏を通じての訓練
は甲陽で授業をする上での基盤となっております。テレ
マン室内管弦楽団とからなる日本テレマン協会は、77
年に文化庁芸術祭優秀賞を、85年にサントリー音楽賞
をいずれも関西より初受賞するなど着実に力をつけ、高
い評価を受けてまいりました。近年世界的な動きである
古楽奏法による演奏でもバロック・コア・テレマンとし
て活躍し、96年サントリーホール10周年記念フェステ
ィバルに招かれ、M.ハーゼルベック指揮のウィーン・
アカデミー管弦楽団と共演いたしました。合唱団のメン
バーとして歌うばかりでなくソリストとして歌う機会も
あり、日本テレマン協会として40周年を迎えた今年、3
月に東梅田教会におけるテレマンの「ブロッケス受難曲」
でイエス・キリストの役を歌いました。また来たる10
月5日にいずみホールにおけるバッハの「マタイ受難曲」
でもイエスを歌う予定です。
以上のように、教師としてのまた音楽家としての日々

の研鑽の積み重ねに対して表彰を受けたものと考えてお
ります。このように表彰していただいたことを大変喜び
ますと同時に、今後も初心を忘れることなく、そして専
門分野の研究を怠ることなく、努力してまいりたいと存
じます。初代校長の伊賀駒吉郎先生が折にふれて生徒た
ちに話をされていた甲陽十二訓の第二番目にあります
“行為を蒔けば習慣を刈取り、習慣を蒔けば品性を刈取
り、品性を蒔けば運命を刈取る”の言葉をかみしめなが
ら、毎日歌の練習をするという行為をこれからも続けて
いき、生徒たちとともに大好きな甲陽をさらに一層美し
い甲陽にしていきたいと思っております。

��

お世話になりました�学校だより�

多くの同窓生がいろいろな形でお世話になった母校の
職員の方々がこの1年間に5人退職なさいました。いつ
も清潔な校舎で過ごすことができたこと、教室のガラス
を割って修理をお願いしたこと、昼休みのお茶を毎日用
意していただいたこと、生徒会予算の執行でお世話いた
だいたこと、購買部で体操服や教材を販売して頂いたこ
と、定期考査の問題を印刷していただいていたこと、な
どなど。楽しかった学校生活を支えていただきました。
ありがとうございました。今後ともお元気でお過ごし下
さい。

足立　正喜さん　高等学校事務職員として1991年より
12年間勤続され今年3月に退職されました。
小倉　保さん　中学校職員として1995年より8年間勤続
され昨年7月に退職されました。
工藤はるみさん　高等学校事務職員として1986年より
17年間勤続され、今年3月に退職されました。
吉井　三男さん　高等学校職員として1999年より4年間
勤続され、今年3月に退職されました。
岡田　義久さん　中学校職員として1994年より9年間勤
続され、今年3月に退職されました。
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�

サッカー部定期戦第50回記念大会�学校だより�学校だより�

2002年7月25日、甲陽学院サッカー部と灘高校・中学
校サッカー部との間で定期戦が行われました。この定期
戦は、いまから50年前、当時甲陽高校サッカー部員で
あった中村貞三氏（35回）が当時灘高校サッカー部員
であった今永氏とともに発案され、尽力の末、多くの困
難を乗り越えてようやく第1回の開催にこぎつけられま
した。以来50年、阪神大震災の年にも欠かさず行われ、
ついに第50回の記念すべき大会を迎えました。当日は
快晴、王子陸上競技場のすばらしい芝生の上で、中学生、
高校生、OB戦の順で試合が行われ、試合結果は、やや
残念ながら、中学、高校ともに灘の勝利となりました。
今大会を記念して、中村貞三氏より寄贈された新しいカ
ップが勝利チームに手渡されて閉会しました。また、試
合後には両校サッカー部OBの懇親会も行われ、さらに
親睦を深めることができました。
（追記）2003年6月22日甲陽学院高等学校グラウンドに

おいて、第51回定期戦が行われ、試合結果は、中学校
4－1で甲陽中、高等学校1－0で甲陽高校がそれぞれ勝
利をおさめ、昨年の雪辱を果たすことができました。

森本　記（51回）

�

教育実習体験記�学校だより�学校だより�

写真は中村貞三氏より寄贈されたカップ

教育実習を終えて
池 田　俊 達（76回）

化学の教育実習生として甲陽に戻ってくるなんて思い
もよらなかった。昔から教師を目指していたわけではな
いし、ましてや理科をやる気などなかったのだ。昔は数
学をやりたいと思っていたのだが、大学で知り合った友
達にそそのかされて化学の道に足を踏み入れてしまった
のである。そして実習生として母校に戻ってきた。
甲陽にいた頃は、（自分でいうのも何であるけど）わ

りとおとなしい子だったと思う。当時は、教壇に立つな
んて思わなかったし、先生方もそう思っておられたと思
う。大学に入ってからはバンド活動に明け暮れたためか、
人前に立つことに度胸がついたのだろう。そういう意味
では、甲陽を卒業してからこんなに変わった人はそんな
にいないのではないかと自分でも思う。
11年ぶりに戻ってきた中学は、僕のいた時の跡形を

ほとんど残していなかった。校舎が建て直されていたか
らである。きれいな図書室、コンピューター室、（「夏は
暖房、冬は冷房」といった宅間先生の冗談ではなく）エ
アコン完備の教室、走っても床がバウンドしない廊下。
すべてが全く変わってしまっていて、まるで別の学校に
迷い込んだみたいだった。生徒の着ている夏服も
KOYOとローマ字のロゴがはいった今風のデザインに
変わっていた。
しかし、昔と変わらずに受け継がれているものもあった。
甲陽という学校の持つ「明るさ」である。生徒は、僕

が中学校にいた時よりも活気にあふれ、明るい気がした。
中学生について明るいイメージがなくなりつつある昨今
であるが、ここには無邪気な中学生が存在した。4週間
の実習期間中に生徒と生で触れ合う機会が何回かあった
が、甲陽生の本質的な部分は昔も今も変わっていない。
たしかに子供たちを囲む環境は少し複雑になったかもし
れないけれど、今という時間を元気に懸命に生きる姿勢

は昔のものと変わらないだろう。
わずかな間であったが、このような子供たちと向き合

う機会をもてて良かった。実習を終えて、「甲陽の卒業
生でよかったなぁ」と思った。そして、現役の甲陽健児
にエールを送りたくなった。

何を思おうか
青 木 陵（79回）

甲陽という空間で過ごすということは5年ぶりでした
か。甲陽がもつ空気はあまり変わらないように思えた。
どことなく違うように感じる部分は自分の変化によるも
のと見たほうがよいかな。よくも悪くも変わっていって
いるということで。まあ当然といえば当然、変わってい
なければこちらこそ困る。人は変わりうる。そうでなけ
れば教育も成り立たない。
それはまあよいとして、実習の存在が自分を浸食して

ゆくと、仕方のないことだとは思うが在学中の記憶も呼
び起こされてくる。自分としてはなんとも素敵な時間を
過ごさせていただいた。本当に好き勝手していたなぁ。
社会的に見られる甲陽学院の存在意義とは一線を画して
いたので、教師陣は複雑な気分にも駆られるかもしれな
い。実習で得た感覚を踏まえると、僕が教師であれば渋
い顔のひとつもした後に笑顔で迎えたくなる言葉だ。し
かしここで得た経験は確実に僕の中で息づき、多くの芽
を吹き出し始めたように感じるときがある。僕にとって
はそれで十分。
甲陽で得たことは社会や自分を見つめる素材となって

いる。今僕が所属する社会は甲陽とはかなり異質なもの
であり、そこに存在する感覚的なズレが僕を立ち止まら
せてくれる。そこに前進の足がかりがあるのではないか。
違和感がなければ自分をみつめなおす場所はない、実習
の中ではこんなことも考えていた。



甲　　陽　　だ　　よ　　り（6） 平成15年７月31日 第 68 号

西松龍一氏（1回）、山野井萬氏（4回）、堀建二氏（17回）とリレーされてきましたご好評のリレー随想ですが、今
回は堀氏からのご指名で長村卓氏（21回）にご執筆いただきました。往時の西宮や甲子園の様子、戦時下の学生時代、
戦後の西宮市政へのご尽力など、長村氏による正確にして詳細な、史料としても大変貴重な記録です。

光栄あるリレー随想の指名を受け、偉大なる先輩の後
を継ぐ大役ですので、身の引き締まる思いがいたします。
何分浅学非才、どんな展開になりますやら最初にお断り
しておきまして‥‥。
甲陽中学校入学前 甲子園の思い出など
先ず、私の生誕は大正13年（1924年）、まだ西宮は市で
はなく、従って戸籍は兵庫県は武庫郡西宮町以下…です。
家は、曽祖父が嘉永6年（1853年、ペリー来航の年）創
業の煙草商、といっても今のような小売りではなく、各
地へ原料の葉を仕入れに行っては自宅で手動の葉煙草刻
み機を使って製造、東は杭瀬、西は御影辺りまで卸しを
していたということです。それが、明治37年4月、政府
は日露戦争の戦費調達や国の財政難を救うため一方的に
専売制を施行、個人では製造出来なくなり、大蔵省専売
局の監督下におかれて販売だけを許されるようになった
ということです。なお、この製造機はその後も永らく物
置きに放置されていましたが、昭和20年8月5日の空襲
で家屋ともども一塊の鉄屑になってしまいました。
さて甲子園といえば、阪神電鉄が武庫川の支流枝川を
埋め、更に申川との三角州に野球場その他主に運動施設
を造って開いた年が大正13年、干支でいえば甲子の年で
あったところから名付けられたというのは周知の事実で
すが（因みにこの年生まれの男性には、甲子雄－きねお
又はかしお－、甲子太郎という名が散見されます）、私が
縁が出来たのは、就学前の５才か６才（当時は数え年）、
父に連れられて球場の一塁側アルプススタンドで選抜の
大会を観戦したのが初めてで、以後昭和８年、当時世界
一のドイツのハーゲンベックサーカス団の関西興行が南
運動場の北側の広場で行われたのを母に連れられて行っ
たり、この頃今の甲子園筋の突き当りにあった阪神パー
ク、その後その北西に新設された水族館などなどで子供
の頃を楽しんだことからです。そして思い出すこととし
ては、昭和９年、小学校４年生の時、例の室戸台風の上
陸で、通学の浜脇尋常高等小学校は強風で校庭の肋木
（体操用教具）は倒れ、高潮で校庭は池のようになりまし
たので、西宮神社の森の横にある角力場［すもんば］
（跡）－現駐車場に避難したこともあるこの年、ベーブル
ースのオールアメリカ軍が甲子園でオール日本軍と試合
をしていることです。（当時はまだ西宮球場はありません
でした。）然しこの頃、球場など甲子園の殆どは西宮市で
はなく、武庫郡鳴尾村（苺の露地栽培では日本一）でし
た。これらが西宮市になったのは昭和26年の合併によっ

リ レ ー 随 想 �リ レ ー 随 想 �
－　第　4　回　－�

長 村　卓（21回）

80 年 の あ れ こ れ  てでして、これで西宮は甲子園と西宮のプロ球団の二つ
の大球場を持つことになって、これは東京（神宮・後楽
園）以外にはないことで、スポーツ都市としても自慢に
思ったものでした。（但し、母校の今津高潮町は昭和８年
西宮に合併しています。）
甲陽中学校時代
それから昭和12年、私の甲陽中学校受験の年となりま
した。ところがここで大きな変革がありました。それま
では小学校6年生ともなれば受験勉強と称して猛勉強、
受験に備えたものでしたが、それでは身体をこわすこと
にもなりかねず、国の富国強兵というか、国策として中
等学校の入学試験は筆記ではなく、全部口頭試問に切り
換えられたことです。それでも一応は勉強を重ねて受験
に臨んだものでした。
受験初日（３月19日でしたか？）は読方［よみかた］

（今の国語、試験官は藤田・山田…）と理科（山本）、二
日目以降は国史（田中）、地理（大田）、算術（数学、佐
藤…）、図画（鉛筆で「戸棚を描け」、榎谷）、書方［かき
かた］（習字、「甲陽中学校」、山口）、体操（松本、長瀧、
佐敷、富岡）であったと覚えています。（試験官の先生方
はニックネームの方が分かり易いかとは思いますが…）
そうして甲陽の5年間は、前半はともかく後半は戦時色
濃厚そして開戦、それで昭和17年卒業ですが、小林校長
の急逝ということもあって正に激動の卒業期で、このこ
とは是非ここに書きとどめておきたいのですが、とても
スペースがありませんので、別途創立七十周年記念事業
実行委員会発行「学院史資料篇第一輯」風雲期の箇所の
私の文章をご高覧、詳細をご承知願えたら幸いと思う次
第です。
戦争中の大学生活
かくて17年3月甲陽中を21回生として卒業、それから
の進学については、在家ですが、時代が時代だけになぜ
かスムースに龍谷大学ときめ無事入学、白線の学帽をか
ぶれることになりました。しかし落ち着いて勉学できた
のは1年生だけ、2年生の昭和18年は鳥取の大地震で山く
ずれで埋まった田畠の整地作業、3年生は大阪の造船会
社に寝泊まりして木造船造りと、勉強らしいことをする
こともなく、19年秋には戦時特例による半年間の繰り上
げ卒業（予科ですから修了）、引きつづき学部に編入され、
今度は角帽にかわって、学徒動員でさみしくなった大学
で、教授の講義を受けることになりました。教授が教壇
の机に鉄かぶとをおいて、講義中空襲警報が発令されま
すと講義は中断、私達学生はきめられた警備の部署につ
いて夜を徹したこともありました。
ただ私は、折角仏教教学の最高学府に入学したからに
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は、仏教学を専攻するのが本筋と、何のためらいもなく
この道を選択、そしてこの3年間は唯識教学（法相宗）
の単位取得に薬師寺の故高田好胤兄と机を並べて勉学し
たこと、昭和20年8月5日西宮の空襲で自宅が全焼、集
めつつあった卒論の資料を全部焼失したこと、続いて終
戦、この後は交通事情もあって京都への通学が非常に難
儀であったことなどが、今も忘れられない思い出として
心に強く残ります。
社会人として 西宮とともに
卒業後は、今なら就職の問題がありますが、卒論作成
に図書館を利用したこともあって、職員不足の図書館へ
の就職を市から懇願され、否応もなく地方公務員（当時
は公吏）の道を歩むことを余儀なくされました。それか
らは図書館（司書）、公民館（主事、館長）、総務局資史
料担当主幹と33年半勤務、満56才に達した年度末の昭和
56年３月条例により優遇措置での高齢者勧奨退職をいた
しました。（司書は京都大学で、社会教育主事は大阪大学
で取得しました。）

この間、昭和33年9月、「図書館三十年史」編集（委員）
のとき、資料調査中市内各地に郷土歌謡が散在している
ことを知り、これを個人的に「西宮歌謡風土記」にまと
めつつ、一部は出版したことが認められて、『郷土歌謡の
調査発掘、歌謡風土記として記録にとどめ、貴重な郷土
の伝統文化の保存継承と郷土愛の高揚に貢献した』とし
て、今年「西宮市まちづくり賞」を受賞しました他は、
市の刊行物や商工会議所報に「西宮の歌謡」（55回連載）
の執筆、有線テレビ、短波放送（さくらＦＭ）への出演、
市の講座や市バスによる施設見学「西宮巡り」に添乗、
市の歴史、名所旧蹟のガイドなどへの出講などをも、年
齢を忘れて市のために尽くしているというのが、今日こ
の頃の現況です。
以上、この随想のご趣旨には添えなかったかも知れま

せんが、ともかくもこれにて一件落着、無罪放免、おあ
とはよろしいようにとただただ願い、意を尽くせなかっ
たことをお許し賜って、筆をおかせて頂きます。どうも
失礼いたしました。

1. 新会員名簿の発刊について
同窓会の会員名簿は、母校並びに我が同窓会を、大きく言
えば一般社会に対して、その存在を誇り得る一つのステータ
ス・シンボルと考えています。
それだけに、会員名簿の発刊に当たっては、更なる正確さ
と内容の充実を心掛けたいと願っております。本年10月末
日に発刊予定の、新会員名簿発刊についての経緯・新企画・
詳細な作業日程などにつきましては、前号・前々号にて、ご
報告を申し上げていますので省略をさせて頂きます。よって、
ここではその後の作業状況のご報告と会員名簿のご購入・広
告掲載のお願いを申し上げたいと存じます。

2.「第1次・調査カード」について
本年1月に実施しました「第1次・調査カード」は、現住

所判明者・9,237名（77.5％）に発送しまして、その回収は
約5,000名で回収率は約54％（他校の場合は約20％から
25％と聞いている）で、他校に較べて優秀であるとの評価
を得ています。
この返送されたカードを基に、現在その基本データーをパ
ソコンに入力中であります。同時に、未返送（現在でも月に
10通ほどの返送あり）の同窓生に対して電話による確認調
査と、消息不明の約3,000名ほどの同窓生に対しても、その
消息の追跡調査を実施しています。

3.「第2次・調査カード」の発送について
第2次については、前記の確認・追跡調査が一応完了する
9月初旬頃に、最終調査カードを作成しまして投函する予定
となっております。この段階で、追跡調査を行っても消息が
判明しない同窓生の一覧表を作成しまして、その同期の理
事・評議員の皆様に送付しまして、最終の確認を行いますの
で、宜しくご協力のほどをお願い申し上げます。

4. 最終調査データーの確認について
これにつきましては、最終調査データーの各卒業回ごとに
データーの一覧表を作成しまして、各回の理事・評議員の皆
様にお送りしますので、同期の方々の記載事項に間違いがな
いか・漏れがないかの最終確認の調査をさせて頂きます。ご
面倒をお掛けしますが、会員名簿の一層の正確さをする為に、
役員の方々のご尽力をお願いする次第です。

5. 会員名簿のご購入の依頼について
第1次調査の返信カードで、名簿ご購入の希望者は約2,000
名の方が申し込まれております。委員会として、非常に有り
難く受け止めています。それだけに新会員名簿の内容の一層
の正確さと充実に、誠心誠意をもって苦労を厭わずにあたる
覚悟でおります。
まだ、ご購入の申し込みをなさっていない同窓生の皆様に
は、第2次・調査カードに名簿購入の申し込み欄を設けてお
りますので、ご購入のほど切にお願いを申し上げます。必ず、
同窓生の皆様方のご期待を裏切らない会員名簿であることを
お約束いたします。

6. 広告掲載のお願いについて
同窓生の賛助広告掲載の少ない会員名簿は、どう見まして
も貧弱であり、甲陽学院同窓会とはこんなものかとの評価と
なります。甲陽は天下に誇りえる母校であり、同窓会とて同
様であります。我々同窓生の日本社会での活躍振りを、堂々
と満天下に誇示したいと願っております。その為には、皆様
方のご理解とご協力なくして出来えるものではありません。
現在の日本経済も一般社会も厳しい閉塞状況下にあり、無
理なお願いは慎むべきと考えざるを得ません。しかし、世間
から認知される同窓会名簿にする為には、広告の掲載は避け
ては通れない道でもあります。委員会としまして、小さな広
告掲載のスぺースでも結構でありますので、数多くの皆様方
に広告掲載へのご参加を頂戴したく存じます。皆様方の暖か
いご理解とご協力を心からお願いを申し上げます。
皆様方への広告掲載のお願いは、7月下旬頃からお願いの

文書に添え、申込書を送付させて頂きますので、何分とも宜
しくお願いを申し上げます。

以上の通り、会員名簿編纂と発刊の作業状況、並びに名簿の
ご購入と広告掲載のお願いを申し上げます。なお、ご質問・ご
意見、またお問い合わせにつきましては、同窓会事務局でお受
けをしております。
また、会員名簿に掲載します事項につきましての、電話によ

る調査等につきましては、委託先の（株）リオスコーポレーシ
ョンが行っておりますので、ご協力のほど宜しくお願いを申し
上げます。

会員名簿編纂委員会からのお願い
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会　務　報　告

はじめに1
平成15年4月22日に、平成14年度末の役員総会が開

催され、下記の議案の報告と説明がそれぞれあり、各議

案とも原案どおり承認・可決されました。

平成14年度は、一歩一歩ではありますが、同窓会と

して堅実な歩みを続けることができました。これは偏に

皆様のご理解あるご協力の賜ものであります。ここに厚

く感謝と御礼を申し上げます。

①平成14年度会務報告について。

②平成14年度・決算の承認を求める件について。

③平成14年度・監査報告について。

④会員総会の無料会費制を廃止する件について。

⑤新卒者から終身会費制を実施する件について。

⑥平成15年度の活動方針の承認を求める件について。

⑦平成15年度の予算の承認を求める件について。

⑧会則の改定につき承認を求める件について。

平成14年度の会務報告を申し上げます。

各委員会の活動状況について2

1．会報編集委員会
会報編集委員会は、昨年7月に「甲陽だより」第66号
を、今年3月に「甲陽だより」第67号を、それぞれ発行
しました。両号とも11,000部印刷し、同窓会員約1万人
および母校の教職員・在校生に郵送・配布いたしまし
た。第67号については、編集作業の遅れから発行時期
が遅くなってしまいましたことを、お詫び申し上げます。
会報は、ここ数年の間に、A4版横書き・2色刷りに

するなどの形式面での改定だけでなく、リレー随想のス
タートなどの内容面での新企画も進めてまいりました
が、まだまだ不十分であると反省いたしております。今
後は、母校情報の拡充を図ることをはじめとして、内容
面での一層の充実に努めてまいりたいと考えておりま
す。新しい企画やご提言をお待ちしております。

2．会員総会運営委員会
昨年の会員総会は53回生（当番学年）が中心となっ

て声楽のステージを企画しました。
故芦原健氏（22回）のご長女芦原昌子さん（関西二

期会）・竹田昌弘氏（59回）とピアノ伴奏鎌田史子さん
をお招きしました。
この企画は二部の懇親会パーティと併せて大変なご好
評を博し、約400名の参加を得ました。ここに会員総会
の開催にご苦労されました関係者の皆様と、ご参集を賜
わりました同窓生の皆様方に御礼を申し上げます。

3．会務運営委員会
平成14年度のスタートに当たり、前年度に引き続き

「会務運営委員会」が臨時の委員会として設置され、17

名（氏名省略）が任期2年の会務運営委員として会則第
22条に準拠し平田会長から指名を受け就任いたしまし
た。なお、会則により委員長を互選の結果、第34回卒
業の横内昭が選任されました。本委員会は5月27日を第
一回として年度内に8回開催いたしました。第一回の委
員会の開催冒頭に平田会長から当年度の委員会の基本的
な討議・審議項目として
①中長期的に同窓会は母校にどのような貢献が出来るか
②同窓会の財政をいかに安定化、健全化するか
③同窓会名簿のあり方につき、名簿編纂委員会に進言する
の3点が示されました。
当委員会としては、上記3点のうち②の財政問題が同

窓会として喫緊の課題と理解し、専ら本件の討議に最も
多くの時間を費やしました。同窓会の財政問題は、平成
14年度以前から既に充分な危機意識の下に多大の議論
が交わされ、健全化の一方策として例えば「終身会費制」
の導入が実行されたのですが、それで本当に長期的な財
政の安定化が達成されているかを検証する目的で以下の
ような作業をいたしました。
①3年間の推定バランスシートを作成し、純資産の3年
間の増減を試算。
（その結果、ある一定の前提条件はあるにせよ、純資
産は年々いわゆる「食潰し」になっていることが判明。）

②過去数年間の収入、支出費目を詳細にレビュー。
（収入増の方策としては、総会での「無料会員制度」
の廃止、「新卒生終身会費制」の導入を審議し、委員
会レベルでは実施の賛同を得たので、常務理事会、さ
らには総会での承認取得の手続きに入った。）

③同窓会員の住所判明者約1万名の内、長期にわたり年
会費、終身会費いずれも未納になっている会員は
30％以上にのぼるので、再度の督促をかけた上で依
然として納入をされない会員への会報の送付を中止し
て郵送料の節約を図る提案がでたが、賛否両論が拮抗
しているので、本年度は結論は見送り督促の成果を見
極めた上で再度検討することとした。

④母校への貢献の具体策の検討、審議は遂に本年度中に
は実施できなかったので、来年度は是非とも実施したい。

4．会員名簿編纂委員会
会員名簿の編纂・発行の経緯と企画・考え方など、ま

た進捗状況についても、前号にて詳細に述べさせて頂き
ました。また、本号に於いても別頁にて、会員名簿のご
購入依頼と広告掲載のお願いの中で申し述べさせて頂い
ていますので、ここでは省略をさせて頂きます。

平成14年度の決算報告について3
当該年度の決算につきましては、平成15年度3月末日

に一般会計・特別会計の締めを行いまして、4月7日に
会則に従い、監事による両会計の監査を受け終了を致し
ました。当年度の収支決算は、末尾記載の「平成14年
度決算書」の通りであります。
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平成15年度の予算について4
新年度の予算編成については、外には厳しい日本経済
の情勢と社会環境に囲まれ、内には同窓会費の納付減少
傾向のある中で、同窓会活動の予算編成を行わざるを得
ません。
しかしながら、同窓会活動には一時の停滞も許されま
せん。我々は、同窓会活動の新しい活性化を求めて、前
向きに歩まざるを得ない責務を負わされています。よっ
て、ここに新年度の活動方針に沿って、末尾に掲載の予
算書の通り、予算編成をおこなわさせて頂きました。

会員総会の無料会費制の廃止について5
下記の通り、当年度の会務運営委員会から、会長に

「答申書」が提出され、答申書の通り役員総会で審議さ
れ承認可決されました。
［答申書］
会員総会における「無料会員制度」の廃止について
会務運営委員会は平成14年度の4回に亘り開催された委
員会会議において議論を重ね、同窓会総会における70歳以
上の出席会員の当日参加費を無料にする制度を、平成15年
度の会員総会から廃止する事を提案申し上げます。（ただ
し新卒会員の初年度無料招待の制度は存続させる。）
本制度は、もともと同窓会総会の活性化の為に創設さ
れた制度であり、直近の総会の隆盛には大きな貢献をし
ていることは異論を俟たない。従って、本制度の存続の
是非を論ずるに当たっては、制度自体の功罪よりも、同
窓会の存続に最も大きく関わっているにも拘わらず既に
危機的状況にある財政の安定化という、より重大な問題
の解決策を探る手立ての中で論ずるべきものと考えられ
る。この財政安定化という極めて困難な問題の最終的な
解決策の提案前に、あえて「無料会員制度の廃止」と委
員会として提案した所以は、財政再建のために考えられ
る種々の新たな歳入増加策を提案するに当たって、同窓
会員として出来る限りの歳出削減策を実施して行く「姿
勢と決意」を示すことが重要と考えたからに他ならない。
委員会、理事会の席上では、本制度の廃止で折角活性化
した総会の出席者が減少するのではないかとか、高年齢

者の懐事情も勘案して例えば半額にする等の案も出た
が、いずれも同窓会としての「姿勢と決意」を示すには、
中途半端との意見もあった。願わくば、本制度の廃止が、
今後の財政安定化の方策の導入の為に関係者の理解を得
易い環境作りに些かなりとも役立てばと考える。

新卒者から終身会費制を実施する件について6
下記の通り、会務運営委員会から、会長に「答申書」

が提出され、答申書の通り役員総会で審議の上、原案通
り承認可決されました。
［答申書］
新卒生に「終身会費制」を導入する件について
本委員会は平成14年度の5回に亘り開催された委員会

会議において鋭意議論を重ねた結果、高校新卒生の同窓
会費納入方法を、年会費制か、終身会費制かのいずれか
を卒業時から選択できる制度に変更することをご提案申
し上げます。
具体的な実施要領は、以下のごとくになる
①本制度の実施は平成15年度の卒業生から適用する。
②終身会費制を選択する新卒生は、終身会費3万2千円、
入会金3千円の合計3万5千円を卒業時に納入するが、
従来から学校で代理徴収している1万円を差し引いて
実質的には差額の2万5千円を納入することになる。
この差額の請求は同窓会から直接振込用紙を保護者宛
に送付し、同窓会の責任において徴収する。

③終身会費を納入した新卒生には、同窓会名簿を無料で
配布する。
この新制度導入の背景は、あくまで同窓会の財政の安

定化、正常化にあり、先に提案申し上げた「無料会員制
度の廃止」と相呼応するものである。新卒生の内、何名
が「終身会費制」を選択してくれるかは、実施してみな
いと判らないので、本制度が同窓会の財政に与える具体的
なインパクトを数字で予測することは困難であるが、願わ
くば、多数の新卒生が趣旨に賛同してくれることを望む。

収入面では、当年度の実質収入（繰越金を含まない）
が7,596,613円となり、予算額に対して1,223,387円の減
収となっております。一方、昨年度からの繰越金
6,795,192円を入れました収入総計では14,391,805円とな
っています。
支出面を見ますと、実質支出は10,428,324円と、予算

に対して472,324円の支出増となっており、支出総計で
は寄付金収入の234,500円を特別積立金に組み入れまし
たので、支出の総計は10,662,824円となりました。
よって、15年度への繰越金は3,728,981円となります。

繰越金につきましては、13年度へは7,171,919円、14年
度へは6,795,192円と、毎年にわたり減少の傾向にあり、
このまま推移すれば新基本金を再び取り崩さざるを得な
くなる恐れが出てきます。

会則の改定について7
今回の会則の改定は、「役員総会の開催の時期」と

「会計監査の時期」について、現実に即さない個所が出
てきましたので、この条文の整備を下記の通り行い、役
員総会に提案をし承認可決されました。
�会則の改定条項
＊第25条（役員総会）
第5項. 定時役員総会は毎年度末に開催する。 とあ
るのを、

◎定時役員総会は毎年度末から1カ月以内に開催する。
と「から1カ月以内」の字句を挿入する。
＊第35条（決算）
本会の決算は毎年度末に監事の監査を経て、定時役員
総会において承認されなければならない。とあるのを、

◎本会の決算は毎年度末から1カ月以内に監事の監査を
経て、定時役員総会において承認されなければならな
い。 と「から1カ月以内」の字句を挿入する。
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（単位：円）�※78～84回は前納年会費以外に上記の金額となります。�

回 生�
1回�
2回�
3回�
4回�
5回�
6回�
7回�
8回�
9回�
10回�
11回�
12回�
13回�
14回�
15回�
16回�
17回�
18回�
19回�
20回�
21回�
22回�
23回�
24回�
25回�
26回�
27回�
28回�
29回�
30回�
31回�
�

◎基　本　金�
＊定期郵便貯金�
＊　　〃�
＊三井住友銀行（スーパー定期）�
＊三菱信託銀行（貸付信託）�
＊　　　　〃�
＊　　　　〃�
＊　　　　〃�
＊UFJ銀行（定期預金）�
＊　　　　〃�
＊　　　　〃�

10口�
1口�
1口�
1口�
1口�
1口�
1口�
1口�
1口�
1口�
1口�

・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�

�
�
�
�
�

・・・�
・・・�
・・・�

22,950,000円�
1,000,000円�
3,000,000円�
1,000,000円�
1,350,000円�
1,600,000円�
1,320,000円�
1,480,000円�
1,200,000円�
1,000,000円�
10,000,000円�

金　額�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000

回 生�
32回�
33回�
34回�
35回�
36回�
37回�
38回�
39回�
40回�
41回�
42回�
43回�
44回�
45回�
46回�
47回�
48回�
49回�
50回�
51回�
52回�
53回�
54回�
55回�
56回�
57回�
58回�
59回�
60回�
61回�
62回�
�

金　額�
10,000�
10,000�
10,000�
10,500�
11,000�
11,500�
12,000�
12,500�
13,000�
13,500�
14,000�
14,500�
15,000�
15,500�
16,000�
16,500�
17,000�
17,500�
18,000�
18,500�
19,000�
19,500�
20,000�
20,500�
21,000�
21,500�
22,000�
22,500�
23,000�
23,500�
24,000

回 生�
63回�
64回�
65回�
66回�
67回�
68回�
69回�
70回�
71回�
72回�
73回�
74回�
75回�
76回�
77回�
78回�
79回�
80回�
81回�
82回�
83回�
84回�
高商・1�
高商・2�
高商・3�
高商・4�
機械・1�
機械・2�
造船・1�
造船・2�
工業・1

金　額�
24,500�
25,000�
25,500�
26,000�
26,500�
27,000�
27,500�
28,000�
28,500�
29,000�
29,500�
30,000�
30,000�
30,000�
30,000�
30,000�
30,000�
29,000�
28,000�
27,000�
26,000�
25,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000

●終身会費・各回別納付金額設定表●�●特別会計・平成14年度末　預金残高明細●�

◎新 基 本 金�
＊三井住友銀行�
＊　　  〃�
＊定額郵便貯金�
＊　　  〃�
�

4口�
1口�
1口�
1口�
1口�
�

・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
�

・・・・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・�

�

10,000,000円�
2,000,000円�
3,000,000円�
2,000,000円�
3,000,000円�

◎特別積立金�
＊UFJ銀行（普通預金）�
　（14年度に一般会計から組入れ分）�
�
�

1口�・・・・・・・・・・・�
�

・・・・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

878,898円�
644,398円�
234,500円�

□特別会計・預金合計�
＊基　本　金�
＊新 基 本 金�
＊特別積立金�

  合　　　計�

�
10口�
4口�
1口�

・・・・・・・・�
・・・・・・・・�
・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・・・�

22,950,000円�
10,000,000円�
878,898円�

33,828,898円�

●平成14年度・決算書●�

（単位：円）�

�

●平成15年度・予算書●�

（単位：円）�

�

人　件　費�
�
�
�
�

交　通　費�
�

需　要　費�
�
�
�
�

会　議　費�
�
�
�
�
�
�

事　業　費�
�
�
�
�
�
�

雑　　　費�
�
�
�

※その他 雑経費�
�

支 出 合 計�
予　備　費�
特別積立金へ組入れ�
支 出 総 計�

�
収 入 総 計�
支 出 総 計�
差 引 き 額�
次年度繰越金�

�

名 簿 収 入�
�

広 告 収 入�
�

総会会費収入�
�

雑　収　入�
�

利 子 収 入�
�

寄　付　金�
�

基本金解約�
�

収 入 合 計 �
�

繰　越　金�
�

収 入 総 計�
�
�
�
�

6,612,000�
1,225,000�

3,337,000�

615,000�

1,435,000�

�

58,000�
�

60,000�

798,000

0

34,113

34,500

0

7,596,613

6,795,192

14,391,805
�

�

8,000,000�
1,500,000�

4,500,000�

600,000�

1,400,000�

�

0�
�

200,000�

600,000

0

20,000

0

0

8,820,000

6,795,192

15,615,129

△1,388,000
△275,000�

△1,163,000�

15,000�

35,000�

58,000�

△140,000

198,000

0

14,113

34,500

0

△1,223,387

0

△1,223,387

2,102,760
1,536,000�

300,000�

266,760�

�

22,640�
�

673,659
574,069�

99,590�

0�

�

3,926,316�
2,297,438�

390,984�

308,909�

644,645�

284,340�

�

3,324,885�
1,068,690�

1,293,166�

123,270�

106,260�

566,249�

167,250�

378,064�
50,000�

100,973�

80,840�

146,251�

10,428,324
0

234,500
10,662,824

14,391,805
10,662,824
3,728,981
3,728,981

2,116,000
1,536,000�

300,000�

280,000�

�

100,000�

800,000�
600,000�

100,000�

100,000�

�

2,900,000
1,200,000�

300,000�

400,000�

700,000�

300,000�

�

3,640,000
1,200,000�

1,400,000�

120,000�

120,000�

600,000�

200,000�

400,000
50,000�

100,000�

100,000�

150,000�

9,956,000
5,659,192

0
15,615,192

15,615,192
15,615,192

-

△13,240
0�

0�

△13,240�

�

△77,360�
�

△126,341
△25,931�

△410�

△100,000�

�

1,026,316
1,097,438�

90,984�

△91,091�

△55,355�

△15,660�

△315,115
△131,310�

△108,834�

3,270�

△13,740�

△33,751�

△32,750�

△21,936�
0�

973�

△19,160�

△3,749�

472,324
△5,659,192

234,500
△4,952,368

△1,223,387
△4,952,368

-
-

◎平成14年度末・現預金残高明細�

＊三井住友銀行（普通預金）�
＊郵　便　局（郵便通帳）�
＊　　〃　　（振替通知票）�
＊三菱信託銀行（普通預金）�
＊手 元 現 金�

　合　　　計�

1,210,448円�
910,076円�
305,780円�

1,273,612円�
29,065円�

3,728,981円�

◎平成14年度・収入件数�

＊年 会 費 － 　�
＊終身会費 － 　　�
＊総会会費 － �
＊広 告 費 － �
＊寄 付 金 －�
＊名 簿 費 － 

1,035件�
190件�
196件�

3件�
8件�

58件�

（新卒生・205名を含む）�

※月　手　当�

※夏 冬 手 当�

※通　勤　費�

�

�

�

�

※通　信　費�

※事務用消耗品費�

※備　品　費�

�

�

※会員総会費�

※役員総会費�

※理 事 会 費�

※委 員 会 費�

※懇 談 会 費�

�

�

※甲陽だより�

※郵　送　料�

※振替用紙代�

※封　筒　代�

※記 念 品 代�

※母校後援費�

�

※校　内　志�

※慶　弔　費�

※振　替　料�

［支出の部］�［収入の部］�
科　目�
会　　　費�
※年　会　費�

※終 身 会 費�

※新卒入会金�

※新卒年会費�

決算額� 予 算 額� 差 引 額 � 科　目� 決算額� 予 算 額� 差 引 額 �
人　件　費�

�
�
�
�

交　通　費�
�

需　要　費�
�
�
�
�

会　議　費�
�
�
�
�
�
�

事　業　費�
�
�
�
�
�
�
�

雑　　　費�
�
�
�

※雑　経　費�
�
�

支 出 合 計 �
�

（新卒者用会員名簿購入費）�
（支出合計）�
予　備　費�

　�
支 出 総 計 �

�

名簿委託収入�
名簿販売収入�
名簿広告収入�

�
�

広報広告収入�
�

総会会費収入�
�

雑　収　入�
�
�

利 子 収 入�
�

寄　付　金�
�

基本金解約�
�

収 入 合 計 �
�

前年度繰越金�
�
�

収 入 総 計�
�
�
�
�

9,200,000�
�

1,200,000�

2,500,000�

600,000�

1,400,000�

3,500,000�

1,000,000�
0�

1,000,000

40,000

700,000

0

20,000

0

0

11,960,000

3,728,981

15,688,981
�

�

8,000,000
�

1,500,000�

4,500,000�

600,000�

1,400,000�

0�

�

0�
0
0�

200,000

600,000

0

20,000

0

0

8,820,000

6,795,192

15,615,192

1,200,000
�

△300,000�

△2,000,000�

0�

0�

3,500,000

0�
0
0

△160,000

100,000

0

0

0

0

3,140,000

△3,066,211

73,789

2,116,000
1,536,000�

300,000�

280,000�

�

200,000�
�

730,000
600,000�

80,000�

50,000�

�

2,550,000�
1,000,000�

300,000�

350,000�

600,000�

300,000�

�

3,640,000�
1,200,000�

1,400,000�

120,000�

120,000�

600,000�

200,000�

350,000�
50,000�

100,000�

100,000�

100,000�

9,586,000

（1,400,000）
（10,986,000）

4,702,981

15,688,981

2,116,000
1,536,000�

300,000�

280,000�

�

100,000�
�

800,000
600,000�

100,000�

100,000�

�

2,900,000�
1,200,000�

300,000�

400,000�

700,000�

300,000�

�

3,640,000
1,200,000�

1,400,000�

120,000�

120,000�

600,000�

200,000�

400,000�
50,000�

100,000�

100,000�

150,000�

9,956,000

0

5,659,192

15,615,192

0
0�

0�

0�

�

100,000�
�

△70,000
0�

△20,000�

△50,000�

�

△350,000�
△200,000�

0�

△50,000�

△100,000�

0�

�

0
0�

0�

0�

0�

0�

0�

△50,000�
0�

0�

0�

△50,000�

△370,000

1,400,000

△956,911

73,789

※月　手　当�

※夏 冬 手 当�

※通　勤　費�

�

�

�

�

※通　信　費�

※事務用消耗品費�

※備　品　費�

�

�

※会員総会費�

※役員総会費�

※理 事 会 費�

※委 員 会 費�

※懇 談 会 費�

�

�

※甲陽だより�

※郵　送　料�

※振替用紙代�

※封　筒　代�

※記 念 品 代�

※母校後援費�

�

�

※校　内　志�

※慶　弔　費�

※振　替　料�

［支出の部］�［収入の部］�
科　目�
会　　　費�
�

※年　会　費�

※終 身 会 費�

※新卒入会金�

※新卒年会費�

※新卒終身会費�

15年度� 前 年 度 �差 引 額 � 科　目� 15年度� 前 年 度 �差 引 額 �
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原
稿
は
出
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さ
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会員だより
21回 桜組会
平成14年度桜組会は、前年度申し合せのとおり11月の

第3木曜日の21日、場所はおきまりの西宮市内グルメS子。
予想では盛会の筈が、日が迫るにつれて、本人の急病
手術、家族の病変など、予想外の事が起きて、参加は過
去最低の5名。
しかし、アルコールがまわるにつれて、談話ははずみ、
時間の流れの早いこと。でも帰りの都合のある人の事も
考えて、続きは二次会でということにして一応閉会。そ
の二次会は、これ又おなじみ、隣接のＬ亭で─。例によ
って歌いかつ飲み大いにはずみましたが、時間の制限を
うらめしく思いつつ、来年も11月第3木曜日開催を内定。
再会を約して、又ハプニング的事由での不参のないこと
を願って、名残を惜しみつつ散会しました。
なお参会者は、鍵本、加藤、木村、鈴木の諸兄に私長
村でした。 （長村　記）

22回 学年同窓会
我々が共に喜寿を迎え、しかも今年は昭和18年卒業

以来60周年の記念すべき年に当たることから、久し振
りに祝杯を傾けて懐旧談に花を咲かせるとともに、甲陽
学院同窓会会長として活躍している同期の平田　豊君を
励まそうと、遠く関東、四国、九州からの参加者を含め
て、32名が平成15年4月14日、ノボテル甲子園鳴尾東
の間に集まりました。
物故者黙祷、平田君の挨拶に続き大西君の発声で乾杯、
会場は直ちに熱気に包まれて笑顔と歓談の輪が広まり、
時空を越えて気分は正に中学時代にタイムスリップ、各
出席者のスピーチに入ると一転して静けさが戻り、甲陽
十二訓の話題には「階前の梧葉已に秋声あり」を実感し
てか、大きくうなずく姿も見られ、続いてお琴のテープ
を伴奏に、大澤君の奏でる尺八「春の曲」によって、春
の陽光がキラキラと輝く暖かい雰囲気に包まれました。
宴たけなわではありましたが、ここで好調阪神タイガー
スの応援歌「六甲おろし」を全員で高唱、終わりに甲陽
応援歌と旧中学校校歌斉唱で「甲陽健児」の意気を示し、
再会を約してお開きとなりました。

24回 秀光美会
秀光美会の老“甲陽健児”が平成15年総会を南紀串

本で開催する事となった。
秀光美会との命名の由来は、昭和15年に入学し昭和

19年に卒業した、甲陽24回生の梅組（バイグミ、B組）
50名の会で、5年間に担任としてご指導に当たられた三
人の先生、吉田光成、田中秀苗、井関美峻先生のお名前
より一字ずつ戴いたものである。
この会は1～2年に一度のペースで続けられているが、

一昨年、長年に渡り幹事を務めてくれていた、丸野一輝君
が亡くなって、昨年10月より石橋　一君のお取り計らいで、
〒550-0011 大阪市西区阿波座1-5-2 �06-6110-1080
石橋事務所　内　秀光美会
として新しい体制で発足する事となった。
そこで、手始めの行事として串本ロイヤルホテルでの

集いとなった。久し振りの再会に甲陽時代の話に『おい』
『おまえ』と齢を忘れて語り合い、時のたつのも忘れて
しまう賑やかさ。
明けて、向かいの大島に本州最南端の潮岬灯台、海金剛

を訪ね、名所橋杭岩を見物、水中ジェット船での名勝瀞八
丁下りを楽しんで、来春の会合を約して解散しました。
喜寿を迎えた会員らしく体調を崩した人が2名いて、当

日参加者6名とやや淋しくはなったが楽しい旅であった。
写真は串本ロイヤルホテル玄関前での記念写真。
左より、安部規之、大戸三千雄、小島三郎、札抜琢磨、
津村　優、古田克己夫妻　　　　　　　　　（古田　記）

25回 天文会（S20年卒　橘組）
平成15年4月20日�晴の午後、昨年と同じ梅田の阪

急グランドホテル27階「グランド白楽天」（中華料理）
にて開催致しました。
まず最初に恩師故北村善一先生並びに会員物故者諸君

の御冥福をお祈りして全員で黙祷をし、そのあと乾杯を
して各自の近況報告及び欠席者の現状を知ってる者が説
明をしながら約2時間、歓談、飲食を楽しみました。
最後にお互いに健康に気を付けて、来年も元気で再会

出来る様誓い合って、散会致しました。昨年は残念乍ら
徳野裕也、加賀見明両君が亡くなられて会員が22名に
なったことです。来年も4月20日に同場所にて開催を予
定しております。今年は、用事の方や、病気の方が出来
て、残念乍ら出席者が減りました。

渡辺、赤塚、池田、伊藤正治、斎藤、酒井、白岡、本莊、
持永、山本でした。 （酒井　記）

出席者は、伊藤浅夫、大西、傍島、高木、大澤、白木、
中島久、福岡、堀江、井尻、上村、須賀、中川、平田、
松尾、井上、川端、北村、檀野、中島公市、林田、松中、
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なお当日の出席者は下記の9名です。
後列左より：村上誠一、押目圭市、嘉治井久雄、新美

政隆、大芦民男
前列左より：畑中　弘、谷元和三、有山寿一、波々伯部
繁
（押目圭市、波々伯部 繁　記）

首都圏在住の第29・31回卒の同期会は、「甲東会」と
して昭和59年から今日まで、毎年2回（新年会は1月、
ゴルフコンペは7月、今年からは5月）は、1回も欠か
さずに開催を続けてきました。関西からも毎回3・4名
の参加者があり、関西での同期会にも東京から毎回7・
8名が参加し、東西の交流・親睦を深めてきました。今
回は、今まで続けていた富士山麓のゴルフ場巡りから、
新しい歴史を刻むべく箱根周辺のゴルフ場へと移しまし
た。5月21日は箱根の強羅温泉に一泊、翌日のゴルフコ
ンペも何のその、お互いに共有した戦中戦後の灰色の厳
しい青春の思い出話に、夜が更けるのも忘れ花を咲かせ
ました。翌22日はゴルフコンペを晴天に恵まれ仙石CC
で開催し、日頃から磨いたお互いの腕前を、笑いとけな
しを交えて競い合いました。 （藤原・小野　記）

ここにご報告があります。我らが同期の盟友・黒岩琢
磨兄は、親から子へ残したい折紙の普及に、日本折紙協
会の理事・事務局長として半生を捧げてきました。その
彼が、先人の知恵の塊である伝承折紙の歴史を物語風に
綴り、その折り図まで「折り語り」風につけ、「おりが
み太平記」の表題で自主出版（紀伊國屋書店でも販売）
されました。この労作は、子供から老人まで楽しめ、生
涯役に立つ書物です。同期の仲間として、一読して頂け
ればと思っております。 （同期会・事務局）

第36回生（中学・高校）同窓会は毎年一回開催され

ておりますが、今年度は去る5月23日�午後6時30分か
ら大阪新阪急ホテル星の間にて開催されました。
総勢133名の同窓生の内、物故者20名、住所不明者21
名を除く92名に案内し、27名の出席がありました。（関
東方面から鮎貝君、大野君、酒井君、�田君4名の参加
がありました。）
メイン幹事原君の司会で、関東からの出席者への謝意

表明に続き、住所判明者3名の披露（この中の一人中村
信義君が初参加）、同窓会常連であった北村一雄君の訃
報（弔電手配）、下西康嗣君の長浜バイオ大学（滋賀県）
初代学長就任のニュース等の報告がなされた後、健康と
長寿を祈念して乾杯し、宴会がスタートしました。
宴もたけなわとなった頃、経営者としての豊富な経験

と実績を誇る矢野篤太郎君によるスペシャルトーク『四
国お遍路の旅』が行われました。誠実さ、ユーモア、見
識、品格をにじませる話術で、爆笑を誘いながら出席者
を心ゆくまで魅了して呉れました。
次いで行われました各自の近況報告では、各人各様に

ではあるものの人生を楽しんでいるように見受けられま
した。
最後に、記念撮影をした後、藤井保男君の指揮の下、

中学・高校の校歌と応援歌を学生時代の気分に戻って熱
唱し、来年の再会を約し閉会となりました。
翌日は有志6名によるゴルフ懇親会が茨木国際ゴルフ

倶楽部で行われました。快晴に恵まれ和気あいあい楽し
い一日を過ごしました。開発君の優勝をもって両日に亘
る同窓会を無事終了いたしました。

（原謙三、杉野修三　記）

29・31回 同期会（甲東会）

71回 学年同窓会
平成15年1月2日、大野哲也先生、新田正昭先生をお

迎えして、ノボテル甲子園において第71回卒同窓会を
開催致しました。関東や中国地方からの出席者も含め、
34名の同窓生が集まりました。
卒業から12年、皆30歳を越えましたがそれでも学生

時代の面影を残し、懐かしい頃の話題で大いに盛り上が
りました。我々も今まさに厳しい社会の第一線で活躍す
る年代となり、日頃は聞くことのできない職種を越えた
話も聞くことができ、非常に有意義な一日となりました。
また今回出席できなかった者のうち10名以上が海外で
活躍しているとのことで、国際的に活躍する仲間の多さ
にも驚かされました。次回はぜひ貴重な海外体験談も聞
きたいものです。

36回 学年同窓会
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大西信二君のご両親のご好意により、正月にも関わら
ず元町一貫楼を開けていただき、幹事の準備不足にも関
わらず更に弾けた2次会も開くことができました。この
場を借りて感謝いたします。 （矢野　記）

甲陽中学校一回生の大先輩加藤得昌先生を偲ぶ
京都府立医科大学大学院　整形外科助教授

甲陽橘会事務局担当　長 谷　斉（49回）

平成14年12月31日、甲陽中学の第一期生（大正11年卒）
でわれわれ京都府立医科大学の大先輩でもある加藤（旧姓
井上）得昌先生が亡くなられた。享年99歳10ヵ月であっ
た。先生は甲陽橘会（京都府立医科大学の甲陽同窓会、会
長石原義紀、現在会員91人）の会員番号1である。86歳か
ら88歳まで毎年、真夏の鴨川の納涼床で開く新入生歓迎会
と会員の近況報告会に出席していただいた。その度に大正
から昭和の甲陽中学での思い出を、若い後輩達に語ってお
られた姿が今でも眼に浮かぶ。私の手許に残された先生の
手紙をひもとき、長寿であった人生を最後まで健やかな精
神で全うされた先生を偲びたい。
先生は明治36年（1903）2月に西宮の浄願寺の次男とし
て生まれられた。中学入学は大正6年、卒業は大正11年で
まさに甲陽第一回の入学者で卒業生であった。中学2年に
はまだ文部省の設立許可が得られておらず皆で心配してい
たところ、伊賀駒吉郎校長以下関係者の御苦労のかいあっ
て辰馬吉左衛門氏から基本資金100万円（当時土地は坪2
円）の私財が投じられ財団法人甲陽学院が創立された。学
校の正門の名前が「甲陽中学」から「甲陽中学校」に変わ
り上級学校への進学資格ができて大層嬉しかったことなど
を書いておられた。
大正12年甲陽中学が全国中等野球大会で優勝した時の模
様や、戦時中空襲下に大阪から西宮の実家まで歩き続けた
時のことなども鮮明に記憶されており面白い話も聞かせて
いただいた。
蛇足であるが、元巨人軍で今年ヤンキースで大活躍中の
松井秀喜選手がテレビのインタビューで、高校野球部監督
の忘れられない教えとして「行為を蒔けば習慣を刈り取り、
習慣を蒔けば品性を刈り取り、品性を蒔けば運命を刈り取
る」を挙げ、今でも心の励みとしている答えていた。松井
もいい教育を受けて伸びてきたんだなーと感心していた
ら、これはまさに伊賀駒吉郎校長が大正9年に甲陽創立時
に掲げた甲陽十二訓の二に記された言葉そのものであるこ
とが後で判った。加藤先生の時代には「一、青年期は人生
無二の修養期なり」から始まり「十二、怠らず行かば千里
の外も見ん牛のあゆみのよしおそくとも」で終わるこの十
二訓が修身担当であった校長先生からさぞかし繰り返し教
え込まれたことであろう。若者を肯定的にとらえ、その持
てる能力を積極的に伸ばして行こうという甲陽の教育の先
見性と深さにあらためて感じ入った。
教師生活を経てから医師を志し医大に入り卒業は昭和9

年であった。大阪の下町で開業し、貧しい患者さんからは
医療費をとらないので、市場の人からは代わりに野菜や果
物をもらったりしたという。晩年まで開業されていたが87
歳の時に奥さん、娘さんを共に失われ、89歳には診療所を
閉じて加賀の姪御さん（西出敬子さん）の元で過ごされた。
最後の数年は耳も遠くなり老人保健施設で過ごされたが、
姪御さん、看護師さん達からの温かい世話を受け、みんな
でバスに乗って出かける遠足も素直に楽しみにされ写真も
送っていただいた。加賀に移って京都に行けないのが残念
ですとの葉書も幾度か受け取った。
平成14年夏には新人歓迎会を開いた際には、後輩達の会
の役に立ててほしいとわざわざカンパを頂いたので、早速、
わが母校の白鹿大吟醸酒「千年寿」を購入し、みんなで先
生を思いながら盃を酌みかわした。また大学にも医学振興
会の一助にと寄付も頂いた。
姪御さんからは、平成15年2月には100歳になるので是
非健康でその日を迎えさせたいと手紙をいただいていた
が、10月には嚥下性肺炎で寝込まれ、12月31日に眠るよ
うになくなった。亡くなる前日まで問いかけににっこりと
応えられていたという。お寺さんでもある姪御さんからの
葉書には「仕事柄多くの御葬式に立ち会ってきました。お
じの葬式は身内だけの小さなものでしたが、みんなから大
事に見守られて羨ましいような最後のお見送りができたと
思います」と書いておられた。これも加藤先生の人間性、
人徳のなせる業なのだと心打たれた。
苦節と波瀾に富んだ人生であったでしょうが、99歳の最
後まで健やかな若い気持ちを持ち続け、穏やかに人生の最
後を迎えられた。われわれとはわずかの限られた刹那では
あったが、同じ中学、大学で学んだ先輩、後輩が仲間とし
て集まり、懐かしく共に甲陽での青春を語り合うことがで
きたことに感謝し、ここに先生の御冥福をお祈りしたい。

合　掌

鴨川の納涼床で若い後輩を前に甲陽時代を語られる加藤先生

「甲陽学院バスケットボール部�
OB会のホームページを立ち上げました」�
　甲陽学院バスケットボール部OB会は1950年代から現在まで約300名
の会員が活動していますが、OB会としての組織化が遅れ、39回の小生が
最古参の状態です。�
　現在は高校の岡　隆章先生（勤続25年）と中学の藤原　浩二先生（勤
続11年）両先生のご尽力で、若手OBによる活気ある活動が展開されてお
り、今年から古い先輩の方々も参加をお願いしたいと考えております。�
　このページをご覧になった方はメールを入れていただきますとOB会報
を送らせていただきます。�
　また夏合宿のお知らせや正月のOB総会の連絡を掲示いたしますのでご
覧ください。�
　�
ホームページのアドレス（URL）は�
http://www.page/sannet.ne.jp/m-doro/koyo-bbc/index.htm�
　�
以上よろしくお願いいたします。�
　甲陽学院バスケットボール部OB会会長　泥　光重（39回）�

「甲陽学院バスケットボール部�
OB会のホームページを立ち上げました」�

「甲陽学院バスケットボール部�
OB会のホームページを立ち上げました」�
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訃
　
報

（
平
成
15
年
7
月
9
日
現
在
）

左
記
会
員
の
逝
去
の
報
に
接
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

中
村
　
参
治
氏
（
3
回
）

02
年
1
月
4
日
逝
去

春
名
　
正
澄
氏
（
5
回
）

00
年
5
月
8
日
逝
去

中
川
　
収
平
氏
（
12
回
）

02
年
9
月
8
日
逝
去

服
部
　
　
敏
氏
（
12
回
）

03
年
1
月
11
日
逝
去

誉
田
平
太
郎
氏
（
13
回
）

01
年
3
月
13
日
逝
去

大
浦
　
寿
夫
氏
（
15
回
）

03
年
1
月
10
日
逝
去

工
東
　
太
一
氏
（
16
回
）

03
年
4
月
8
日
逝
去

勝
部
　
英
一
氏
（
20
回
）

02
年
12
月
6
日
逝
去

大
仁
平
八
郎
氏
（
20
回
）

03
年
1
月
7
日
逝
去

白
井
　
修
三
氏
（
20
回
）

02
年
12
月
15
日
逝
去

杉
岡
　
健
児
氏
（
20
回
）

02
年
12
月
30
日
逝
去

川
野
　
浩
一
氏
（
21
回
）

02
年
11
月
13
日
逝
去

坂
井
　
輝
夫
氏
（
21
回
）

02
年
4
月
29
日
逝
去

友
近
　
忠
夫
氏
（
21
回
）

03
年
5
月
15
日
逝
去

森
　
　
一
男
氏
（
21
回
）（
旧
名
・
一
起
）

03
年
1
月
3
日
逝
去

小
池
　
義
一
氏
（
22
回
）

02
年
2
月
22
日
逝
去

小
松
　
英
一
氏
（
23
回
）

02
年
11
月
3
日
逝
去

徳
野
　
裕
也
氏
（
25
回
）

02
年
12
月
31
日
逝
去

高
野
　
宏
晃
氏
（
34
回
）

03
年
3
月
25
日
逝
去

砂
村
　
　
賢
氏
（
35
回
）

03
年
4
月
16
日
逝
去

北
村
　
一
雄
氏
（
36
回
）

03
年
3
月
14
日
逝
去

安
達
　
　
智
氏
（
38
回
）

03
年
5
月
11
日
逝
去

重
田
　
　
洋
氏
（
39
回
）

03
年
3
月
10
日
逝
去

坂
本
　
　
裕
氏
（
48
回
）

03
年
6
月
26
日
逝
去

中
条
　
栄
一
氏
（
51
回
）

03
年
6
月
3
日
逝
去

山
本
　
龍
夫
氏
（
52
回
）

03
年
3
月
1
日
逝
去

中
村
　
　
喬
氏
（
高
商
2
）

03
年
1
月
17
日
逝
去

藤
井
　
軍
治
氏
（
高
商
2
）（
旧
名
・
健
三
）

02
年
12
月
2
日
逝
去

鷲
尾
享
之
助
氏
（
高
商
2
）

03
年
1
月
4
日
逝
去

秋
元
　
勝
文
氏
（
高
商
2
）

02
年
11
月
4
日
逝
去
　

武
　
　
俊
春
氏
（
高
商
3
）

03
年
2
月
27
日
逝
去

藤
本
　
　
徹
氏
（
高
商
3
）

03
年
4
月
3
日
逝
去

土
居
　
重
信
氏
（
高
商
4
）（
旧
姓
・
三
村
）

03
年
2
月
8
日
逝
去

坂
本
　
八
郎
氏
（
高
商
4
）

02
年
9
月
20
日
逝
去

■封筒下の記号の見方 既に年会費をお納めの方や終身会費をお納めの方には失礼ですが、今回も振り
込み用紙を同封しております。未納の方は、よろしくお納め下さい。

平成15年5月31日現在での同窓会費の納入状況をご案内しています。

例：終身会員H11年度

♪ 卒 １ １ １ １ １ １ ０ ０ 終

② 下段には左から順に、平成元年度、２年度、…15年度の
年会費のお支払い状況を示しています。

① 上段には、前納の年度、または、終身会費を
お支払い頂いた年度を示しています。
その他の場合、この表示はありません。

１

０

当該年度分の年会費を納入済

〃 未納

終 当該年度に終身会費を納入 ♪

卒

甲陽学院に在籍

その年の３月に卒業

▼記号の意味

従いまして、下段に含まれる0の個数　×　1000円が、未納の年会費となります。
同封の振り込み用紙にてお支払いください。

H15年分まで前納

♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ 卒 １ １ １ １ １ １ １ H8年3月に御卒業、さらに1年分の年会費を頂いたので、
H15年度まで前納しておられます。

★H元年以降に御卒業の方は、卒業時から7年分の年会費を予めお納め頂いております。
次の二つの例をご参照下さい。

○注尚、年会費を納められるとき「何年度分」と指定されても、過去分が未納の場合、
そちらへ充当させていただいております。また不明の場合は、事務局までお問い合せ下さい。

♪ ♪ 卒 １ １ １ １ １ １ 0 ０ ０ ０ ０ ０
H10以降は未納です。
未納分をお納め下さい。

訃報　日野龍夫先生
昭和39年から42年まで母校の講師と

して教鞭をとられました日野龍夫先生

が6月15日に腹部大動脈瘤破裂のため

逝去されました。63歳でした。先生は、

京都大学名誉教授で日本近世文学を専

攻され、荻生徂徠ら江戸時代の儒学者

の研究で著名な方でした。

お詫びと訂正

今年3月31日付「甲陽だより」第67

号の訃報欄に高商2回の長塩安之氏の

名が記載されておりましたが、長塩氏

はご存命であり、誤報でした。長塩氏

はもとより多くの方々にご不快の念を

与え、またご迷惑をおかけしましたこ

とを心からお詫び申し上げます。

原因は、高商・工専の校史資料集配布

作業のなかで生じた事務上のミスと考

えられますが、今後の再発防止のため、

訃報のご連絡をいただきました際の確

認作業（死亡年月日・連絡者の確認、

ご遺族への確認など）について、十分

に再検討をいたしまして、慎重に対処

してまいる所存です。この度の誤報に

つきまして重ねてお詫び申しあげます。
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告　　知　　板
→ご注意←　☆会員名簿・広告掲載の勧誘☆

＊同窓会が関知しない第三者が、「甲陽学院同窓会」の

名称を使い、相も変わらずハガキ・電話・メール・訪

問などして、現住所・勤務先・出身校・電話番号など

の照会・名簿の購入依頼・広告の掲載依頼を行ってい

るようです。

＊皆様には、依頼先の名称・住所・電話番号などをご確

認を頂いて、慎重な対処をお願いします。同窓会から

の依頼は、「甲陽学院同窓会」の名称で、責任者の氏

名・役職と何回卒と記載しています。その所在地は、

甲陽学院高等学校の住所と同じです。

＊何かご不審な点がありましたら、必ず同窓会事務局ま

で、内容のご確認をお願い申し上げます。

◇今回は、母校・甲陽学院創立85周年記念事業の一環
として、「同窓会名簿」の編纂・発刊と広告の掲載募
集を行いつつあります。これと混同をしないように、
慎重なご確認をお願い申し上げます。

☆ 「会報・甲陽だより」の原稿募集 ☆

＊次号・第69号は、3月中旬頃に発行を予定してい
ます。
＊「会員だより（同期会・クラス会）」・「運動
部・文化部のＯＢ会だより」・「詩・短歌・俳句
の発表」・「クラス会・同好会・研究会等の連絡」
などのご投稿をお待ちしています。
＊原稿の締切日は、1月15日です。

☆理事・評議員の皆様へ☆

＊理事・評議員の皆様の中で、転勤などで関西から
遠くに転居された方が目立ってきました。更に理
事・評議員が選出されていない卒業回、また定員
不足の卒業回も見られます。

＊同窓会を運営し活動を行う上で、理事・評議員の
方々は重要な役割を担われており、同期の方々の
代表でもいられます。会則上、理事・評議員は同
期の方々が適宜の方法で選出をされることになっ
ています。よって理事・評議員が空白の卒業回、
また定員不足の卒業回の方々は、同期の方々と話
合いをされて、その更新・補充を事務局までお届
けをお願いします。

＊選出の人数は、理事は、同期（卒業回）から1名。
評議員は、各クラスから1名（5名以内）です。

☆「ノボテル甲子園」の優待券の発行☆

＊「甲子園都ホテル」が「ノボテル甲子園」に生ま
れ変わり、その名称が変更となっています。それ
に伴い新優待券を発行致しました。割引率・条件
などは前回と同様であります。

＊新優待券は、前号に同封してお手元まで送付をし
ました。同ホテルをご利用される方で、新優待券
の追加をご希望される方は、ご面倒をお掛けしま
すが、事務局までお電話・ＦＡＸ・Ｅメールで、
ご連絡を頂ければ、直ちにお手元まで郵送をさせ
て頂きます。

☆ 新卒者から終身会費制度発足 ☆

P.9に掲載されていますように、来年春に高校を
卒業する回生から、卒業時点で終身会費を納めるこ
とを選択できるようになります。これに伴い、卒業
後7年以内の方（卒業時に7年分の年会費を前納）
でも、ご希望により終身会費制に移行していただけ
るようになりました。その際の金額はP.10の表をご
覧下さい。

○ おことわり ○

7ページに記載されていますように、現在会員名
簿発行のための住所等調査中です。ただし、現在調
査中の新しいデータにつきましては整理が終了して
おらず、この会報のあて先には反映されておりませ
ん。悪しからずご了解下さい。

◆嶋本昭三氏（24回）ヴェネチア・ビエンナーレに招待
ヴェネチア映画祭とともに110年の歴史があり、美術

界では最高の発表の場とされる今年のヴェネチア・ビエ
ンナーレ（6月12日～14日）に24回の嶋本昭三氏の作
品が招待されました。ヴェネチア・ビエンナーレ招待は
93年、99年につぐ3度目。嶋本氏は、京都教育大学名誉
教授、宝塚造形芸術大学大学院教授。平成11年の「甲
陽だより」第59号でも紹介いたしました。

◆北村惣一郎氏（40回）紫綬褒章を受章
今年の「春の褒章」で、文化・芸術・学術の分野で功
績のあった人に贈られる紫綬褒章を40回の北村惣一郎

氏が受章されました。北村氏は、国立循環器病センター
の総長。川崎病の心臓バイパス手術法を編み出され、ま
た臓器移植法施行後の第2、第3例目の心臓移植を執刀
されました。

◆中西　寛氏（62回）著『国際政治とは何か』
京都大学教授で国際政治学者の中西寛氏（62回）が

中公新書として『国際政治とは何か－地球社会における
人間の秩序』を出版されました。出版の話から10年以
上の歳月を経た力作で、新聞各紙の書評欄でも取り上げ
られました。
＊NEWSの情報をお待ちしています。同窓会事務局まで。

NEWSNEWS 同窓会員の動静・情報などを短くお伝えします。�


